
うなづき くろべ

今月の表紙　しめ縄作り̶田家保育所の若い世代にも受け継がれています
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音楽療法音楽療法音楽療法

※　 は休館日

健康体操A ・・・石田みどり先生

自力体操

健康体操B ・・・村田あゆみ先生
・・・稲田　清美先生

時間／10：00～

体操

アロマ
・ヨガ

アロマ
・ヨガ

健康体操B健康体操B 健康体操B

特 集　地域の伝統行事をどう伝えるか
地域の今を届ける密着レポート／黒部の市民・団体が表彰されました

写真レポート／出前子育てサロンを開催しました
連載／ふくしスマイル・ワーカー

etc.

※　 は休館日12月
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福祉・ボランティアに関することは

● 本　所　黒部市福祉センター内
〒938-0022  黒部市金屋464-1
TEL .（0765）54-1082（代表）　FAX.（0765）52-2797
TEL .（0765）57-1089（ケアセンター・ホームヘルプセンター）
Eメール　kurobesw@ma.mrr.jp

● 宇奈月支所（東部包括）　黒部市宇奈月老人福祉センター内
〒938-0862  黒部市宇奈月町浦山2111
TEL .（0765）65-1165　FAX.（0765）65-9533
Eメール　tobu-houkatsu@kurobesw.jp

http://www.kurobesw.com/

皆さんは、いつもきちんと手洗いできていますか？
接触感染を防ぐ基本は、「手をしっかりとこまめに洗う」こ
とです。帰宅後、食事の前に石鹸をつけ、よく泡だて30秒
以上時間をかけて、爪や手指の間、手首のすみずみまで洗
うことが大切です。石鹸で洗い終わったら十分に水で流
し、清潔なタオルでよく拭きとって乾かしましょう。

介護予防通所事業

生き生き倶楽部
時間／9：30～15：00

参加無料！
対象／65歳以上の方

[編
集
・
発
行
] 　
社
会
福
祉
法
人
 黒
部
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
平
成
28年

12月
1日
発
行

こ
の
広
報
誌
は
一
部
共
同
募
金
の
助
成
金
に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

介護予防のための

元気はつらつ体操教室
時間／10：00～11：00

参加費／300円（入館料のみ）
対象／65歳以上の方

［場所］ 黒部市宇奈月老人福祉センター ［場所］ 黒部市福祉センター

［黒部市の人口］ 41,813人　［65歳以上の人口］ 12,506人　高齢化率  29.9％
H28.10.31 現在

平成28年12月号　8

編集  中野

手洗い30秒で感染予防！
健康
ミニ
コラム

お問合せは生き生き倶楽部の
担当：山内まで  TEL .（0765）65-1820 特集の取材では下立地区の皆さんに温かく受

け入れていただきました。お祭り前日の夜に体
育館で行われた決起会では、全員が車座で酌
み交わすのが毎年の恒例になっているそうで、
輪になり笑顔で語り合う住民の方々の姿から、
地域のつながりを支えてきた長年の歴史を感
じました。

アロマ・ヨガ

体操

音楽療法

・・・村田あゆみ先生
・・・畠山　悦子先生
・・・小森亜希子先生

健康体操B

健康体操A・・・樋口　　瞬先生
・・・炭田　亮子先生

時間／10：00～

アロマ
・ヨガ

健康体操B

健康体操A



平成28年12月号　23　平成28年12月号

特
集地
域
の
伝
統
行
事
を
ど
う
伝
え
る
か

　
郷
土
芸
能
の
獅
子
舞
や
、お
ん
づ

ろ
こ
ん
づ
ろ（
左
義
長
）な
ど
古
く
か

ら
の
伝
統
行
事
を
今
に
継
承
し
て
い

る
下
立
地
区
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、そ
の
取
り
組

み
や
受
け
継
が
れ
る
思
い
に
つ
い
て

取
材
し
ま
し
た
。

青
年
団
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
る
獅
子
舞

　

秋
祭
り
が
行
わ
れ
た
10
月
21
日
。朝
、

下
立
神
社
で
天
狗
踊
り
が
奉
納
さ
れ
て

か
ら
下
立
保
育
所
や
各
集
落
な
ど
を
ま

わ
り
、夜
は
神
社
境
内
に
あ
る
絵
馬
堂

の
跡
で
踊
り
が
披
露
さ
れ
大
勢
の
住
民

が
観
覧
し
ま
し
た
。

　

下
立
の
獅
子
舞
は
大
正
元
年(

１
９

１
２
年
）ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と

い
わ
れ
、昭
和
21
年
（
１
９
４
６
年
）ご

ろ
下
立
青
年
団
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
て

以
来
、長
き
に
わ
た
り
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。保
存
会
が
獅
子
舞
を
伝
承
し
て

い
る
地
域
が
多
い
中
、下
立
地
区
で
は

青
年
団
が
携
わ
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。

祭
り
は
誇
り

　

踊
り
手
15
名
、笛
・
太
鼓
合
わ
せ
て
約

60
名
の
団
員
を
束
ね
る
下
立
青
年
団

松
本
大
輔
団
長（
26
歳
）は「
子
ど
も
の
頃

か
ら
祭
り
を
見
て
、や
る
気
満
々
で
青

年
団
に
入
り
ま
し
た
。皆
で
集
ま
っ
て

話
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
、踊
り
の

技
術
を
磨
い
て
向
上
し
て
い
く
お
も
し

ろ
さ
が
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

祭
り
が
近
づ
く
と
35
〜
40
歳
く
ら
い

の
中
堅
世
代
が
練
習
を
見
に
集
ま
り
始
め

る
そ
う
で
す
。「
若
い
時
に
バ
リ
バ
リ
踊
っ

て
い
た
先
輩
方
か
ら
の
ダ
メ
出
し
を
受
け

な
が
ら
、技
を
身
に
つ
け
る
ん
で
す
。後
輩

の
育
成
に
熱
心
で
、育
て
て
も
ら
っ
た
の

が
い
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

松
本
さ
ん
が
一
番
印
象
深
か
っ
た
と

話
す
の
は
３
年
前
の
全
国
青
年
大
会
郷

土
芸
能
民
俗
芸
能
の
部
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
。「
非
常
に
大
き
な
出
来

事
で
し
た
。毎
年
祭
り
の
最
後
に
宮
で

踊
る
ん
で
す
が
、そ
こ
で
多
く
の
お
客

さ
ん
を
見
る
度
に
『
あ
あ
、や
っ
て
い

て
良
か
っ
た
な
』と
思
い
ま
す
。地
域
に

貢
献
で
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す

し
、す
ご
い
誇
り
を
感
じ
ま
す
ね
」と
松

本
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
育
て
て
も
ら
っ
た
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
獅
子

舞
の
よ
う
な
行
事
に
は
何
か
協
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
し
、も
っ
と
若
い
仲
間

を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。来
年

に
向
け
て
「
新
し
い
子
が
入
る
よ
う
に
、

お
祭
り
で
が
ん
ば
っ
て
踊
ら
ん
な
ん

ね
！
」の
言
葉
に
全
員
が
強
く
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
育
て
て
も
ら
っ
た

　

祭
り
に
は
獅
子
舞
に
華
を
添
え
る
女

性
の
踊
り
も
あ
り
ま
す
。踊
り
手
は
現

在
５
名
。そ
の
う
ち
４
名
が
団
長
と
同

い
年
で
、子
ど
も
の
頃
か
ら
祭
り
に
親

し
ん
だ
幼
な
じ
み
で
す
。

　

入
団
７
年
の
紙
あ
か
ね
さ
ん
は
、地

区
の
人
か
ら「
祭
り
に
出
と
っ
た
ね
〜
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
な
ん
だ
か
嬉
し

く
感
じ
る
と
話
し
ま
す
。「
昔
か
ら
、下

立
で
は
子
ど
も
や
私
た
ち
に
近
所
の
人

が
よ
く
声
を
掛
け
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。

そ
ん
な
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら
地
域
の

特
集

ま
つ
も
と
だ
い
す
け

下立神社での獅子舞の様子

団長の松本大輔さん

真剣な眼差しで練習に取り組む青年団の皆さん

華やかな女性踊りの練習の様子 小さな踊り手も練習に参加していました

か
み

お
り
た
て



活
動
レ
ポ
ー
ト

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

黒
部
の
市
民
・
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
14
日（
金
）サ
ン
シ
ッ
プ
と
や

ま
で「
第
28
回
富
山
県
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
N
P
O
大
会
」、10
月
27
日

（
木
）富
山
県
民
会
館
で「
共
同
募
金

運
動
創
設
70
年
記
念
第
65
回
富
山

県
社
会
福
祉
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

市
内
か
ら
も
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
・

団
体
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
富
山
県
知
事
表
彰(

部
門
功
労)

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
の
部
】

岡
田　

興
造 

●
富
山
県
知
事
感
謝
状
の
贈
呈

【
永
年
勤
続
民
生
員
児
童
委
員

(

15
年
以
上)

の
部
】

魚
谷　

優
紀

古
川
　
満
子

●
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

【
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者
の
部
】

児
童
福
祉
施
設  

高
野　

優
子（
生
地
こ
ど
も
園
） 

【
名
士
作
家
作
品
展
事
業
寄
贈
者
の
部
】

川
端　

豊
次

寺
田　

雄
山

【
団
体
の
部
】

小
学
校

生
地
小
学
校

石
田
小
学
校

宇
奈
月
小
学
校

荻
生
小
学
校

桜
井
小
学
校

た
か
せ
小
学
校

中
央
小
学
校

村
椿
小
学
校

若
栗
小
学
校

中
学
校

宇
奈
月
中
学
校

高
志
野
中
学
校

桜
井
中
学
校

鷹
施
中
学
校

●
共
同
募
金
運
動
70
年
記
念

　
富
山
県
共
同
募
金
会

　
会
長
特
別
感
謝
状
の
贈
呈

【
災
害
義
援
金
協
力
者
の
部
】

寄
付
個
人

四
十
物　

篤
郎　

寄
付
団
体

黒
部
キ
ッ
ズ

    

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

黒
部
市
自
治
振
興
会

    

連
絡
協
議
会

【
共
同
募
金
活
動
優
良
地
区
・
団
体
】

 

株
式
会
社 

中
西
電
気

 

石
田
小
学
校
児
童
会

 

宇
奈
月
小
学
校
児
童
会

●
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
長
感
謝
状
の
贈
呈

●
富
山
県
共
同
募
金
会

　
会
長
感
謝
状
の
贈
呈

●
富
山
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

●
富
山
県
知
事
表
彰

　(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
功
労)

　
【
団
体
の
部
】

    

生
地
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

　
富
山
県
民
会
議
会
長
表
彰

　
【
団
体
の
部
】

    

荻
生
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

    

前
沢
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

富
山
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

N
P
O
大
会

富
山
県
社
会
福
祉
大
会

住
民
の
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
此
川
会
長
。

　
「
下
立
地
区
に
は
、た
く
さ
ん
の
郷
土

芸
能
、伝
承
行
事
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら

に
取
り
組
み
な
が
ら
、心
豊
か
な
団
結

心
の
強
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
」。

　

目
標
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、住
民

一
人
一
人
が
自
分
の
持
ち
場
や
役
割
を

主
体
的
に
担
い
な
が
ら
地
域
行
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
下
立
地
区
。自
然
と
子
ど

も
や
若
者
が
行
事
に
参
加
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
、実
は
年
長
者
が
意
識
的
に

声
を
掛
け
、参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
祭
り
を
見
に
来
て
い
る
小
中
学

生
に
、自
分
も
入
り
た
い
な
っ
て
思
っ

て
も
ら
え
る
青
年
団
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」と
話
す
松
本
青
年
団
長
か
ら
、

確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
地
域
の
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
「
当
初
は
な
か
な
か
上
手
く
い
か
ず
、

３
年
目
の
今
年
は
材
料
の
わ
ら
を
集
め

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。農
家
の

方
か
ら
提
供
を
受
け
た
わ
ら
を
刈
り
、

青
年
団
が
わ
ら
打
ち
な
ど
も
手
伝
っ
て

今
は
地
下
室
に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
」

と
地
区
住
民
が
参
加
し
指
導
協
力
を
得

な
が
ら
目
標
に
近
づ
く
こ
と
に
意
味
が

あ
る
と
話
し
ま
す
。

　
「
目
標
が
で
き
る
と
、自
分
の
持
ち
場

は
何
か
、参
加
す
る
た
め
に
は
ど
う
す

る
か
、自
然
な
流
れ
で
分
担
と
対
応
が

な
さ
れ
、青
年
団
と
O
B
や
住
民
と
の

連
携
も
生
ま
れ
ま
す
。団
長
を
中
心
に

ス
ム
ー
ズ
に
ま
わ
っ
と
る
の
か
な
と
実

感
し
て
い
ま
す
」と
此
川
会
長
。

心
豊
か
な
地
域
づ
く
り

　

確
保
さ
れ
た
地
元
の
わ
ら
は
左
義
長

の
や
ぐ
ら
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。下
立

の
左
義
長
は
書
初
め
が
燃
え
て
舞
い
上

が
る
様
子
が
大
鶴
と
小
鶴
が
飛
び
立
つ

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
お
ん
づ
ろ

こ
ん
づ
ろ
」と
呼
ば
れ
、書
初
め
が
空
高

く
上
が
る
と
字
が
上
達
し
、残
り
火
で

餅
を
焼
い
て
食
べ
る
と
１
年
間
無
病
息

災
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
振
興
会
の
男
性
陣
が
20
本
余
り

の
孟
宗
竹
で
６
ｍ
の
や
ぐ
ら
を
組
ん
だ

り
、当
日
の
書
の
受
付
と
飾
り
付
け
を

行
い
、保
育
所
か
ら
小
中
学
校
ま
で
子

ど
も
た
ち
の
書
初
め
大
会
の
書
も
燃
や

し
、子
ど
も
た
ち
が
松
明
を
持
っ
て
火

を
つ
け
て
も
ら
う
な
ど
「
こ
の
行
事
も

「
守
る
」の
で
は
な
く

「
攻
め
る
」

　

下
立
自
治
振
興
会
此
川
宣
彦
会
長

（
69
歳
）は
「
青
年
団
が
中
心
と
な
り
獅

子
舞
に
携
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、そ
れ

だ
け
責
任
が
あ
り
、や
り
が
い
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。伝
統
を
守
る
と
い
う
よ

り
、率
先
し
て
攻
め
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
感
じ
が
し
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一
つ
が
全
国
青
年
大

会
へ
の
出
場
で
す
。黒
部
の
郷
土
芸
能

の
レ
ベ
ル
は
高
く
、富
山
県
代
表
よ
り

市
の
代
表
に
な
る
方
が
難
し
い
と
言
わ

れ
、奉
納
用
の
獅
子
舞
を
舞
台
用
に
ア

レ
ン
ジ
し
試
行
錯
誤
を
重
ね
今
の
結
果

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
２
年
前
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の

踊
り
の
物
は
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
」と

青
年
団
O
B
が
中
心
と
な
っ
て
わ
ら
じ

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平成28年12月号　45　平成28年12月号

下立自治振興会の此川宣彦会長

伝統を守る地域性の強さも受け継いでいます

「お茶と書をたしなむ会」で
書を楽しみました2

写真
レポート

15名が参加し、それぞれが色紙に書をしたため
ました。楽しみながら書いた後は甘い和菓子と
煎茶でほっと一息つきました。

10月20日(木)̶黒部市福祉センター 9月27日(火)̶浦山公民館

出前子育てサロンを
開催しました１

写真
レポート

0～2歳児の親子24組が参加し、子育て支援セン
ターの職員に親子で遊べる歌や踊りを指導して
もらい参加した親子は交流を深めていました。

お
ん
づ
ろ
こ
ん
づ
ろ

（
左
義
長
）

こ
の
か
わ 

の
ぶ
ひ
こ

【
日
時
】 

平
成
29
年
1
月
14
日（
土
）

　
　
　

 

13
時
半
か
ら

【
場
所
】 

下
立
神
社

住民で保管されたわらも使用されます

下立神社

黒部市立下立公民館

富山地方本線

富山地方本線

魚谷商店

北日本新聞
　　　東山販売店

〒938-0861
黒部市 宇奈月町下立 2863

受賞された黒部市自治振興会連絡協議会
岩井憲一会長(右)



12月の催し物

毎週月曜日（5日・12日・19日・26日)
24日(土)・30日(金)・31日(土)

休館日
年末年始のお休み…12月30日～1月3日まで

イベントpick up!

イベントpick up!

アトラクション

平成28年 12月17日（土）8：30～15:00
[場所] 黒部市福祉センター

黒部市社会福祉協議会
TEL.0765-54-1082 / FAX.0765-52-2797

花嫁衣裳を着て
　思い出写真を撮ろう！
サンタクロースと
　一緒に写真を撮ろう！

ステキな
クリスマスカードを作ろう！

9:30～ 工作コーナー

豪華景品が当たる!

14:00～

パットゴルフ・輪投げ
お菓子つかみどり・どんどん焼き
みそ田楽・ポップコーン など

500円以上
募金された方に
豚汁&おにぎり
&抽選券をプレゼント！

大抽選会

全館無料開放

祭

12月20日（火）  13：30～15：30黒部市福祉センター

12月12日（月）10：00～11：30黒部市福祉センター

弁護士と法律相談

富山県東部生活自立支援センター

生活自立支援相談

今月の　　　日

  12月13日（火） 13：30～15：30黒部市福祉センター

黒部市立中央公民館
（宇奈月町浦山2100-2）

  12月 8日（木） 13：30～15：30

民生委員児童委員と心配ごと相談
行政相談員と行政相談 

予約不要

予約受付12月1日より

予約受付12月1日より

（金屋464-1）

平成28年12月9日（金）・20日（火）
[開催時間] 13：30～15:00
[集合場所] 黒部市福祉センター
　　　　　 内履きズック、外履きズック、飲み物、タオル
　　　　　　ポール(持っておられる方)
　　　　　　黒部市社会福祉協議会 運動指導員  小森亜希子
[募集人数] 10名程度
［対象年齢］ 65歳以上の方

※お一人につき同じ相談内容の場合は
　3回までとさせていただきます。

金曜日（2日・9日・16日・23日) 木曜日(1日・8日・15日・22日・29日)
元気カラオケクラブ囲碁・将棋クラブ

黒部市福祉センター 利用時間／ 8：30～16：30催し物と休館日のご案内

12月   1日（木）～   4日（日）... お花畑のお風呂
12月   6日（火）～ 11日（日）... アルカリ泉の湯
12月 13日（火）～ 18日（日）... 酵素のお風呂
12月 20日（火）～25日（日）... ココナッツオイルのお風呂
12月 27日（火）～29日（木）... お花畑のお風呂

入浴時間 10：00～16：00

平成28年12月号　67　平成28年12月号

センターの入浴券はいかがですか？

クリスマスのプレゼントに

11枚綴り　 3,000円

忘年会や新年会に、黒部市福祉センターをご利用ください

今月のクラブ

今月の湯

神子 満美子さん（40）

スクールソーシャルワーカー
社会福祉士

Q.どのような仕事ですか？
A.スクールソーシャルワーカーは、学校だけでは対
応が難しいケースに対して、子どもに影響を及ぼし
ている環境の改善に向けて相談に応じたり、関係機
関とのネットワークを活用して援助を行います。

Q.どのような場合に対応するのですか？
A.たとえば保護者自身が家庭不和や経済的問題
を誰にも相談できず、悩みを抱え込んでしまうこと
があります。子どもはその様子を敏感に感じ取り不
安になります。私たちは保護者や子どもに寄り添い
ながら解決へのお手伝いをします。

Q.みなさんへ一言！
A.先生方は校内の児童生徒の変化はよくご存知
ですが、地域や家庭での様子までを把握すること
はとても難しいのが現状です。そういう中で地域
の方々の協力が必要になってきます。一緒に目を掛
け、声を掛け、黒部の子どもたちをみんなで育てて
いきましょう。

Vol.36
スマイル

地域福祉の
ために

黒部市社会福祉協議会に

寄付をいただきました。

ありがとうございました。

◉一般社団法人
　生命保険協会
　富山県協会 様

黒部市福祉センター受付　TEL.0765-54-1082

お申し込み・お問い合わせは

ポールを持って歩く、誰でも簡単にできるウォーキン
グです。寒さに負けず、楽しく運動しませんか？

ノルディックウォーキングで
楽しく運動しよう!

[ 持ち物 ]

「講　師」

高齢者の元気づくり事業

1月の催し物

毎週月曜日（9日・16日・23日・30日)休館日

　 14日(土） 日本海歌謡研究会歌と踊りの祭典 10:30～　

　 28日(土） 歌謡パラダイスふれあいショー 10:30～　

　  3日(土） さくらカラオケ愛好会 10:30～　

　  4日(日）  はまなすカラオケ&踊り 10:30～　

　10日(土） カラオケうた仲間 10:30～

　11日(日）  YKK社友会 10:30～

　17日 (土） 年越しまつり   8:30～

男性限定で
楽しく料理を学びました4

写真
レポート

食生活改善推進協議会3名の指導のもと、老人
クラブなどの男性8名が参加し、和やかな雰囲気
の中、身体にやさしい減塩料理を作りました。

11月1日(火)̶荻生の館 10月29日(土)̶三島公民館

ふれあいランチを
開催しました3

写真
レポート

高齢者と桜井高校家庭クラブの生徒がゲームをし
て交流しました。また家庭クラブが作った「ティッ
シュケース」がプレゼントされました。

第2回/3回(※全6回の予定)

年越しまつり

縁日コーナー9:30～

お問い
合わせ

軽乗用車を寄贈いただきました

11：00～

「なんでもや～楽団」
による生バンド演奏

(送迎バスが運行されます)

写真撮影コーナー10:00～

◉(故)松原　勇 様（生地）




